
参考Ⅰ 呼吸機能障害の等級認定のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 級３級以上 ７級

治ゆ・障害認定

症状が安定し、治療が不要 

要療養 

はい いいえ

PaCO2 PaCO2 

３級以上 ５級 ７級 ９級 11 級

① ② ① ②

障害なし

PaCO2 

① ② 

臨床所見等に照らして齟齬 

いいえ

動脈血ガスの等級で認定（５級）

動脈血酸素分圧が 60Torr を超える場合は、 
スパイロメトリーの検査を行うことが望ましい。はい

以下のいずれかに該当し、 

高度（※） 

・％1秒量 ≦35 

・％肺活量≦40 

以下のいずれかに該当し、

高度・中等度 

・35＜％1秒量≦55 

・40＜％肺活量≦60 

以下のいずれかに該当し、

高度・中等度・軽度 

・55＜％1秒量≦70 

・60＜％肺活量≦80 

PaO2≦50 50＜PaO2≦60 60＜PaO2≦70 70＜PaO2 

動脈血酸素分圧及び動脈血炭酸ガス分圧による評価 

注：①は、動脈血炭酸ガス分圧が限界値範囲外にあるもの 

②は、動脈血炭酸ガス分圧が限界値範囲内にあるもの 

限界値範囲内とは、37Torr 以上 43Torr 以下にあることをいう。 

スパイロメトリーの検査を実施 

はいはい

1
3
0
 

以下のいずれにも該当し、

高度・中等度・軽度 

・70＜％1秒量 

・80＜％肺活量 

11 級とすることも可能 

はい

障害なし 

いいえ 

呼吸器専門医が呼吸機
能障害ありと認めた 

はい 

※：高度、中等度、軽度は、呼吸困難度の程度を表す。 

注：スパイロメトリーによる等級をもって原則的な動脈血ガスによる等級を下げることはしない。 


